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隋
の
宇
文
愷
は
隋
代
の
み
な
ら
ず
、
中
国
史
上
最
高
の
建
築
家
の
一
人
で
あ
る
。「
巧
思
」（
１
）

を
以
て
昇
進
を
重
ね
る
も
、
兄
の

罪
に
連
座
し
て
没
落
す
る
。
再
登
用
の
経
緯
を
そ
の
伝
記
は
、「
會
朝
廷
以
魯
班
故
道
久
絶
不
行
、
令
愷
修
復
之
。
既
而
上
建
仁
壽

宮
、
訪
可
任
者
、
右
僕
射
楊
素
言
愷
有
巧
思
。
上
然
之
、
於
是
檢
校
將
作
大
匠
。（
會
た
ま
朝
廷
魯
班
（
の
）
故
道
久
し
く
絶
え
て

行
は
れ
ざ
る
を
以
て
、
愷
に
令
し
て
之
を
修
復
せ
し
む
。
既
に
し
て
上
仁
壽
宮
を
建
て
ん
と
し
、
任
ず
べ
き
者
を
訪
ぬ
れ
ば
、
右
僕

射
楊
素
愷
に
巧
思
有
り
と
言
ふ
。
上
之
を
然
り
と
し
、
是
に
於
て
將
作
大
匠
を
檢
校
せ
し
む
。）」（
２
）

と
記
す
。
こ
の
後
、
宇
文
愷
は

再
び
累
進
し
て
工
部
尚
書
に
ま
で
至
り
、
技
術
系
官
僚
の
頂
点
を
窮
め
る
。

　

さ
て
、
宇
文
愷
再
評
価
の
き
っ
か
け
を
与
え
た
「
魯
班
故
道
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。「
故
道
」
の
語
は
一
般
的
に
は
、「
旧
来
の

道
路
」
と
解
釈
さ
れ
る
が
、「
か
つ
て
行
わ
れ
て
い
た
実
践
方
法
／
流
派
」
の
意
に
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
魯

班
故
道
」
は
、「
魯
班
の
造
営
し
た
旧
来
の
道
路
」
と
「
魯
班
の
創
始
し
た
方
法
／
流
派
」
と
の
両
方
の
解
釈
が
で
き
る
が
、
魯
班

に
関
す
る
研
究
は
十
分
で
は
な
く
、
右
の
文
脈
だ
け
で
そ
の
い
ず
れ
か
に
決
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る（
３
）。
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魯
班
は
中
国
科
学
技
術
史
上
、
と
り
わ
け
技
術
の
伝
統
の
歴
史
に
於
い
て
極
め
て
重
要
な
人
物
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
が

寡
黙
な
技
術
家
で
あ
る
が
故
に
、
科
学
技
術
思
想
史
研
究
に
於
い
て
は
不
当
に
軽
視
さ
れ
て
き
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
中
国
科
学
技
術
思
想
の
伝
統
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
科
学
思
想
に
の
み
な
ら
ず
、
技
術
思
想
の
方
面
に
も
目
を

向
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。「
魯
班
故
道
」
の
四
字
の
意
味
を
判
然
と
さ
せ
、
中
国
科
学
技
術
思
想
の
脈
脈
た
る
伝
統
を
解
明
す
る

た
め
に
は
、
魯
班
に
つ
い
て
の
丹
念
な
考
証
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
ま
ず
そ
の
端
緒
と
し
て
、
魯
班
の
事
跡
と
伝
承
と
を
渉
猟
・
整
理
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る（
４
）。

一
　
魯
班
伝
説
の
祖
型

　

魯
班
は
中
国
に
お
け
る
伝
説
的
工
匠
で
あ
る
。
中
国
各
地
に
彼
が
建
立
し
た
と
す
る
伝
説
を
有
す
る
建
築
物
が
多
数
存
在
し
、
ま

た
今
日
建
築
に
不
可
欠
の
道
具
で
あ
る
物
差
・
墨
車
・
鑿
鉋
等
の
類
は
全
て
魯
班
の
発
明
に
係
る
と
さ
れ
て
お
り
、
往
時
は
各
地
に

廟
や
祠
堂
が
設
け
ら
れ
て
折
々
に
祭
祀
が
捧
げ
ら
れ
、
今
日
な
お
活
動
を
続
け
る
も
の
も
少
な
く
な
い（
５
）。
通
説
に
よ
れ
ば
、
魯
班

は
姓
を
公
輸
、
名
を
班
、
尊
称
を
公
輸
子
と
言
う
が
、
魯
（
今
の
山
東
省
）
の
生
れ
な
の
で
、
魯
班
と
通
称
さ
れ
、
ま
た
班
と
般
・

盤
と
が
音
通
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
公
輸
盤
・
魯
般
・
魯
盤
と
も
表
記
さ
れ
る
。
他
に
班
輸
の
呼
称
も
見
ら
れ
る（
６
）。

　

魯
班
に
関
す
る
伝
承
は
そ
の
祖
型
を
『
墨
子
』
魯
問
篇
及
び
公
輸
篇
に
見
出
せ
る
。
魯
問
篇
で
は
、
魯
班
は
そ
の
発
明
品
に
よ
っ

て
楚
越
の
戦
い
で
楚
に
勝
利
を
も
た
ら
し
た
立
役
者
と
し
て
登
場
す
る
。
原
文
を
引
用
し
よ
う
。

昔
者
楚
人
與
越
人
舟
戰
於
江
。
楚
人
順
流
而
進
、
迎
流
而
退
、
見
利
而
進
、
見
不
利
則
其
退
難
。
越
人
迎
流
而
進
、
順
流
而
退
、

見
利
而
進
、
見
不
利
則
其
退
速
。
越
人
因
此
若
埶
、
亟
敗
楚
人
。
公
輸
子
自
魯
南
游
楚
、
焉
始
為
舟
戰
之
器
。
作
為
鉤
強
之
備
、

退
者
鉤
之
、
進
者
強
之
、
量
其
鉤
強
之
長
、
而
制
為
之
兵
、
楚
之
兵
節
、
越
之
兵
不
節
、
楚
人
因
此
若
埶
、
亟
敗
越
人
。
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（
昔
者
楚
人
と
越
人
と
江
に
舟
戰
す
。
楚
人
流
れ
に
順
ひ
て
進
み
、
流
れ
に
迎
ひ
て
退
き
、
利
を
見
て
進
む
も
、
不
利
を
見
れ

ば
則
ち
其
の
退
く
こ
と
難
し
。
越
人
流
れ
に
迎
ひ
て
進
み
、
流
れ
に
順
ひ
て
退
き
、
利
を
見
て
進
み
、
不
利
を
見
れ
ば
則
ち
其

の
退
く
こ
と
速
や
か
な
り
。
越
人
此こ若
の
埶
に
因
り
、
亟し

ば

し
ば
楚
人
を
敗
る
。
公
輸
子
魯
よ
り
南
の
か
た
楚
に
游
び
、
焉
に
始

め
て
舟
戰
の
器
を
為
る
。
鉤
強
の
備
を
作
為
し
、
退
く
者
は
之
を
鉤
し
、
進
む
者
は
之
を
強
し
、
其
の
鉤
強
の
長
を
量
り
て
、

之
が
兵
を
制
為
す
れ
ば
、
楚
の
兵
節
し
、
越
の
兵
節
せ
ず
、
楚
人
此
若
の
埶
に
因
り
、
亟
し
ば
越
人
を
敗
る
。）

　

長
江
の
流
れ
に
順
行
し
て
攻
撃
す
る
楚
の
水
軍
は
、
一
旦
戦
況
不
利
に
な
る
と
逆
行
し
て
の
退
却
が
困
難
で
あ
っ
た
か
ら
、
下
流

の
越
軍
に
そ
の
局
面
を
衝
か
れ
て
し
ば
し
ば
敗
北
を
喫
し
た
。
魯
班
は
楚
に
味
方
し
て
舟
戦
用
の
武
器
「
鉤
強
」
を
発
明
し
、
彼
我

の
勢
力
関
係
を
一
変
さ
せ
て
し
ま
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
手
柄
を
自
慢
し
て
墨
子
を
揶
揄
し
た
と
こ
ろ
、
魯
班
は
逆
に
遣
り
込
め
ら
れ
て
し
ま
う
。

公
輸
子
善
其
巧
、
以
語
子
墨
子
曰
、「
我
舟
戰
有
鉤
強
、
不
知
子
之
義
亦
有
鉤
強
乎
。」
子
墨
子
曰
、「
我
義
之
鉤
強
、
賢
於
子

舟
戰
之
鉤
強
。
我
鉤
強
、
我
鉤
之
以
愛
、
揣
之
以
恭
。
弗
鉤
以
愛
、
則
不
親
、
弗
揣
以
恭
、
則
速
狎
、
狎
而
不
親
則
速
離
。
故

交
相
愛
、
交
相
恭
、
猶
若
相
利
也
。
今
子
鉤
而
止
人
、
人
亦
鉤
而
止
子
、
子
強
而
距
人
、
人
亦
強
而
距
子
、
交
相
鉤
、
交
相
強
、

猶
若
相
害
也
。
故
我
義
之
鉤
強
、
賢
子
舟
戰
之
鉤
強
。」

（
公
輸
子
其
の
巧
を
善
く
し
、
以
て
子
墨
子
に
語
り
て
曰
く
、「
我
が
舟
戰
に
鉤
強
有
る
も
、
子
が
義
に
も
亦
鉤
強
有
る
や
を
知

ら
ず
」
と
。
子
墨
子
曰
く
、「
我
が
義
の
鉤
強
は
、
子
が
舟
戰
の
鉤
強
に
賢
れ
り
。
我
が
鉤
強
は
、
我
之
を
鉤
す
る
に
愛
を
以

て
し
、
之
を
揣
す
る
に
恭
を
以
て
す
。
鉤
す
る
に
愛
を
以
て
せ
ず
ん
ば
、
則
ち
親
ま
ず
、
揣
す
る
に
恭
を
以
て
せ
ず
ん
ば
、
則

ち
速
か
に
狎
れ
、
狎
れ
て
親
ま
ざ
れ
ば
則
ち
速
か
に
離
る
。
故
に
交
ご
も
相
ひ
愛
し
、
交
ご
も
相
ひ
恭
せ
ば
、
猶
ほ
相
ひ
利
す
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る
が
若
き
な
り
。
今
子
鉤
し
て
人
を
止
め
ば
、
人
も
亦
鉤
し
て
子
を
止
め
、
子
強
し
て
人
を
拒
め
ば
、
人
も
亦
強
し
て
子
を
距

め
、
交
ご
も
相
ひ
鉤
し
、
交
ご
も
相
ひ
強
し
て
、
猶
ほ
相
ひ
害
す
る
が
若
き
な
り
。
故
に
我
が
義
の
鉤
強
は
、
子
が
舟
戰
の
鉤

強
に
賢
れ
り
」
と
。）

　

魯
班
が
墨
子
に
対
し
て
義
の
話
題
を
持
ち
出
し
た
の
は
、
相
手
が
悪
か
っ
た
と
い
う
ほ
か
な
い
。

　

魯
問
篇
に
は
こ
の
後
に
有
名
な
木
製
の
凧
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

公
輸
子
削
竹
木
以
為
鵲
、
成
而
飛
之
、
三
日
不
下
、
公
輸
子
自
以
為
至
巧
。
子
墨
子
謂
公
輸
子
曰
、「
子
之
為
鵲
也
、
不
如
匠

之
為
車
轄
。
須
臾
劉
三
寸
之
木
、
而
任
五
十
石
之
重
。
故
所
為
功
、
利
於
人
謂
之
巧
、
不
利
於
人
謂
之
拙
。」（
７
）

（
公
輸
子
竹
木
を
削
り
以
て
鵲
を
為
り
、
成
り
て
之
を
飛
ば
せ
ば
、
三
日
下
ら
ず
、
公
輸
子
自
ら
以
て
至
巧
と
為
す
。
子
墨
子

公
輸
子
に
謂
い
て
曰
く
、「
子
の
鵲
を
為
る
や
、
匠
の
車
轄
を
為
る
に
し
か
ず
。
須
臾
に
し
て
三
寸
の
木
を
劉
し
て
五
十
石
の

重
を
任
ず
。
故
に
為
す
所
の
功
、
人
に
利
す
る
之
を
巧
と
謂
ひ
、
人
に
利
せ
ざ
る
之
を
拙
と
謂
ふ
」
と
。）

　

こ
こ
で
も
魯
班
は
せ
っ
か
く
の
発
明
品
を
墨
子
に
腐
さ
れ
る
。
墨
子
に
と
っ
て
巧
と
は
人
間
に
利
便
性
を
与
え
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
自
ら
を
至
巧
と
自
負
す
る
魯
班
の
自
尊
心
は
容
赦
な
く
挫
か
れ
る
。

　

続
く
公
輸
篇
で
は
魯
班
は
公
輸
盤
と
そ
の
名
を
示
さ
れ
、
攻
城
兵
器
「
雲
梯
」
の
発
明
者
と
し
て
描
か
れ
る
。
節
を
分
け
て
見
る

こ
と
に
し
よ
う
。

公
輸
盤
為
楚
造
雲
梯
之
械
。
成
、
將
以
攻
宋
。
子
墨
子
聞
之
、
起
於
齊
、
行
十
日
十
夜
而
至
於
郢
、
見
公
輸
盤
。
公
輸
盤
曰
、
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「
夫
子
何
命
焉
為
。」
子
墨
子
曰
、「
北
方
有
侮
臣
、
願
藉
子
殺
之
。」
子
墨
子
曰
、「
請
獻
十
金
。」
公
輸
盤
曰
、「
吾
義
固
不
殺

人
。」
子
墨
子
起
、
再
拜
曰
、「
請
說
之
。
吾
從
北
方
、
聞
子
為
梯
、
將
以
攻
宋
。
宋
何
罪
之
有
。
荊
國
有
餘
於
地
、
而
不
足
於

民
、
殺
所
不
足
、
而
爭
所
有
餘
、
不
可
謂
智
。
宋
無
罪
而
攻
之
、
不
可
謂
仁
。
知
而
不
爭
、
不
可
謂
忠
。
爭
而
不
得
、
不
可
謂

強
。
義
不
殺
少
而
殺
眾
、
不
可
謂
知
類
。」
公
輸
盤
服
。
子
墨
子
曰
、「
然
、
乎
不
已
乎
。」
公
輪
盤
曰
、「
不
可
。
吾
既
已
言
之

王
矣
。」
子
墨
子
曰
、「
胡
不
見
我
於
王
。」
公
輸
盤
曰
、「
諾
」。

（
公
輸
盤
楚
の
為
に
雲
梯
の
械
を
造
る
。
成
り
て
、
將
に
以
て
宋
を
攻
め
ん
と
す
。
子
墨
子
之
を
聞
き
、
齊
を
起
ち
て
、
行
く
こ

と
十
日
十
夜
に
し
て
郢
に
至
り
、
公
輸
盤
に
見
ゆ
。
公
輸
盤
曰
く
、「
夫
子
何
の
命
か
あ
り
て
焉
に
為
せ
る
」
と
。
子
墨
子
曰

く
、「
北
方
に
臣
を
侮
る
も
の
有
り
、
願
は
く
は
子
に
藉
し
て
之
を
殺
さ
ん
」
と
。
子
墨
子
曰
く
、「
請
ふ
十
金
を
獻
ぜ
ん
」
と
。

公
輸
盤
曰
く
、「
吾
義
と
し
て
固
よ
り
人
を
殺
さ
ず
」
と
。
子
墨
子
起
ち
、
再
拜
し
て
曰
く
、「
請
ふ
之
を
說
か
ん
。
吾
北
方
從

り
、
子
の
梯
を
為
り
、
將
に
以
て
宋
を
攻
め
ん
と
す
る
を
聞
く
。
宋
に
何
の
罪
か
之
有
ら
ん
。
荊
國
地
に
餘
有
り
て
民
に
足
ら
ず
、

足
ら
ざ
る
所
を
殺
し
て
餘
有
る
所
を
爭
ふ
は
、
智
と
謂
ふ
べ
か
ら
ず
。
宋
に
罪
無
く
し
て
之
を
攻
む
る
は
、
仁
と
謂
ふ
べ
か
ら

ず
。
知
り
て
爭
は
ざ
る
は
、
忠
と
謂
ふ
べ
か
ら
ず
。
爭
ひ
て
得
ざ
る
は
強
と
謂
ふ
べ
か
ら
ず
。
義
と
し
て
少
を
殺
さ
ず
し
て
眾

を
殺
す
は
、
類
を
知
る
と
謂
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
。
公
輸
盤
服
す
。
子
墨
子
曰
く
、「
然
ら
ば
、
乎な

ん

ぞ
已
め
ざ
る
か
」
と
。
公
輪
盤

曰
く
、「
可
な
ら
ず
。
吾
既
已
に
之
を
王
に
言
ふ
な
り
」
と
。
子
墨
子
曰
く
、「
胡
ぞ
我
を
王
に
見
え
し
め
ざ
る
」
と
。
公
輸
盤

曰
く
、「
諾
な
り
」
と
。）

　

魯
班
が
雲
梯
を
発
明
し
宋
へ
と
進
軍
し
よ
う
と
す
る
や
、
そ
れ
を
聞
き
つ
け
た
墨
子
は
楚
の
首
都
郢
に
駆
け
つ
け
、
魯
班
に
そ
の

戦
争
の
不
義
を
説
く
。
魯
班
は
墨
子
の
説
得
に
た
ち
ま
ち
納
得
し
、
攻
撃
中
止
の
た
め
に
楚
王
と
の
会
見
の
斡
旋
を
約
束
す
る
。



三
四

子
墨
子
見
王
、
曰
、「
今
有
人
於
此
、
舍
其
文
軒
、
鄰
有
敝
轝
、
而
欲
竊
之
、
舍
其
錦
繡
、
鄰
有
短
褐
、
而
欲
竊
之
、
舍
其
粱

肉
、
鄰
有
糠
糟
、
而
欲
竊
之
。
此
為
何
若
人
。」
子
墨
子
曰
、「
荊
之
地
、
方
五
千
里
、
宋
之
地
、
方
五
百
里
、
此
猶
文
軒
之
與

敝
轝
也
。
荊
有
雲
夢
、
犀
兕
麋
鹿
滿
之
、
江
漢
之
魚
鱉
黿
鼉
為
天
下
富
、
宋
所
為
無
雉
兔
狐
貍
者
也
、
此
猶
粱
肉
之
與
糠
糟
也
。

荊
有
長
松
・
文
梓
・
楩
柟
・
豫
章
、
宋
無
長
木
、
此
猶
錦
繡
之
與
短
褐
也
。
臣
以
三
事
之
攻
宋
也
、
為
與
此
同
類
、
臣
見
大
王

之
必
傷
義
而
不
得
。」
王
曰
、「
善
哉
。
雖
然
、
公
輸
盤
為
我
為
雲
梯
、
必
取
宋
。」

（
子
墨
子
王
に
見
え
て
曰
く
、「
今
此
に
人
有
り
、
其
の
文
軒
を
舍
て
、
鄰
に
敝
轝
有
り
て
之
を
竊
ま
ん
と
欲
し
、
其
の
錦
繡
を

舍
て
、
鄰
に
短
褐
有
り
て
之
を
竊
ま
ん
と
欲
し
、
其
の
粱
肉
を
舍
て
、
鄰
に
糠
糟
有
り
て
之
を
竊
ま
ん
と
欲
せ
ば
、
此
を
何
若

な
る
人
と
為
す
か
」
と
。
子
墨
子
曰
く
、「
荊
の
地
は
、
方
五
千
里
、
宋
の
地
は
、
方
五
百
里
、
此
猶
ほ
文
軒
の
敝
轝
と
の
ご

と
き
な
り
。
荊
に
雲
夢
有
り
、
犀
兕
麋
鹿
之
に
滿
ち
、
江
漢
の
魚
鱉
黿
鼉
を
天
下
の
富
と
為
せ
ば
、
宋
の
為
す
所
雉
兔
狐
貍
無

き
者
な
り
、
此
猶
ほ
粱
肉
の
糠
糟
と
の
ご
と
き
な
り
。
荊
に
長
松
・
文
梓
・
楩
柟
・
豫
章
有
り
、
宋
に
長
木
無
し
、
此
猶
ほ
錦

繡
の
短
褐
と
の
ご
と
き
な
り
。
臣
以
ら
く
三
事
の
宋
を
攻
む
る
や
、
此
と
同
類
を
為
し
、
臣
大
王
の
必
ず
義
を
傷
ひ
て
得
ざ
る

を
見
る
」
と
。
王
曰
く
、「
善
き
か
な
。
然
り
と
雖
も
、
公
輸
盤
我
が
為
に
雲
梯
を
為
り
、
必
ず
宋
を
取
ら
ん
」
と
。）

　

墨
子
は
楚
王
を
前
に
饒
舌
に
荊
（
楚
）
と
宋
と
の
国
力
の
差
を
述
べ
、
楚
の
宋
を
攻
め
る
不
義
を
説
く
。
し
か
し
楚
王
は
納
得
せ

ず
、
魯
班
の
雲
梯
の
実
戦
で
の
活
躍
へ
の
期
待
の
念
を
隠
さ
な
い
。

於
是
見
公
輸
盤
、
子
墨
子
解
帶
為
城
、
以
牒
為
械
。
公
輸
盤
九
設
攻
城
之
機
變
、
子
墨
子
九
距
之
、
公
輸
盤
之
攻
械
盡
、
子
墨

子
之
守
圉
有
餘
。
公
輸
盤
詘
、
而
曰
、「
吾
知
所
以
距
子
矣
、
吾
不
言
。」
子
墨
子
亦
曰
、「
吾
知
子
之
所
以
距
我
、
吾
不
言
。」

楚
王
問
其
故
、
子
墨
子
曰
、「
公
輸
子
之
意
、
不
過
欲
殺
臣
。
殺
臣
、
宋
莫
能
守
、
可
攻
也
。
然
臣
之
弟
子
禽
滑
釐
等
三
百
人
、
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三
五

已
持
臣
守
圉
之
器
、
在
宋
城
上
而
待
楚
寇
矣
。
雖
殺
臣
、
不
能
絕
也
。」
楚
王
曰
、「
善
哉
。
吾
請
無
攻
宋
矣
。」（
８
）

（
是
に
於
て
公
輸
盤
に
見
え
、
子
墨
子
帶
を
解
き
て
城
と
為
し
、
牒
を
以
て
械
と
為
す
。
公
輸
盤
九
た
び
攻
城
の
機
變
を
設
け
、

子
墨
子
九
た
び
之
を
距
し
、
公
輸
盤
の
攻
械
盡
き
、
子
墨
子
の
守
圉
餘
有
り
。
公
輸
盤
詘
し
て
曰
く
、「
吾
子
を
距
す
る
所
以

を
知
る
も
、
吾
言
は
ざ
ら
ん
」
と
。
子
墨
子
も
亦
曰
く
、「
吾
子
の
我
を
距
す
る
所
以
を
知
る
も
、
吾
言
は
ざ
ら
ん
」
と
。
楚

王
其
の
故
を
問
へ
ば
、
子
墨
子
曰
く
、「
公
輸
子
の
意
、
臣
を
殺
さ
ん
と
欲
す
る
に
過
ぎ
ず
。
臣
を
殺
さ
ば
、
宋
能
く
守
る
莫

く
、
攻
む
べ
き
な
り
。
然
る
に
臣
の
弟
子
禽
滑
釐
等
三
百
人
、
已
に
臣
が
守
圉
の
器
を
持
し
て
、
宋
城
上
に
在
り
て
楚
寇
を
待

つ
な
り
。
臣
を
殺
す
と
雖
も
、
絕
す
る
能
わ
ざ
る
な
り
」
と
。
楚
王
曰
く
、「
善
き
か
な
。
吾
請
ふ
ら
く
は
宋
を
攻
む
る
こ
と

無
か
ら
ん
こ
と
を
」
と
。）

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
い
え
、
魯
班
と
墨
子
と
は
つ
い
に
そ
れ
ぞ
れ
の
発
明
品
を
以
て
戦
火
を
交
え
た
。
結
果
は
魯
班
の
九
戦

九
敗
、
そ
の
攻
城
兵
器
雲
梯
は
墨
子
の
守
備
を
突
き
崩
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
悔
し
紛
れ
に
墨
子
の
殺
害
を
ほ
の
め
か
す
魯
班
だ

が
、
墨
子
は
抜
か
り
な
く
万
全
の
体
制
を
取
っ
て
い
る
こ
と
を
告
げ
、
楚
王
は
宋
攻
撃
を
断
念
す
る
。
魯
班
の
完
敗
で
あ
る
。

　
『
墨
子
』
で
は
、
魯
班
は
偉
大
な
発
明
家
と
い
う
よ
り
も
、
次
々
に
珍
妙
な
発
明
を
繰
り
出
し
て
は
そ
の
度
ご
と
に
常
に
墨
子
に

そ
の
上
を
行
か
れ
て
膝
を
屈
す
る
道
化
役
を
演
じ
て
い
る
。
も
と
よ
り
『
墨
子
』
の
主
眼
は
魯
班
の
発
明
の
偉
大
さ
を
説
く
こ
と
に

で
は
な
く
、
墨
子
の
内
面
的
奥
深
さ
を
語
る
こ
と
に
あ
り
、
発
明
品
は
そ
れ
が
巧
緻
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
却
っ
て
墨
子
の
利
口
さ

を
引
き
立
て
る
役
割
を
果
た
す
ば
か
り
で
、
そ
の
技
巧
と
し
て
の
価
値
は
顧
み
ら
れ
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、『
墨
子
』
の
著
者
の
意
図
と
は
う
ら
は
ら
に
、
狡
智
に
長
け
た
墨
子
と
の
対
照
に
よ
っ
て
、
魯
班
は
お
人
好
し

の
大
発
明
家
（
巧
匠
）
と
い
う
愛
す
べ
き
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
造
型
さ
れ
、
そ
の
許
多
の
魅
力
的
な
発
明
品
と
共
に
後
世
に
伝
承
さ
れ

る
の
で
あ
る
。



三
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二
　
魯
班
伝
説
の
異
本
と
展
開

　

魯
班
の
発
明
品
の
う
ち
、
鉤
強
は
、『
墨
子
』
以
降
伝
承
さ
れ
な
い
。
一
方
、
木
製
の
鵲
と
雲
梯
と
は
後
世
人
口
に
膾
炙
す
る
。

木
製
の
鵲
の
伝
説
は
と
り
わ
け
大
空
を
飛
翔
す
る
爽
快
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
色
彩
を
帯
び
、
後
世
に
お
い
て
好
ま
れ
た
魯
班
の
発
明

品
の
一
つ
で
あ
り
、『
淮
南
子
』
齊
俗
訓
に
も
、「
魯
般
・
墨
子
以
木
為
鳶
而
飛
之
、
三
日
不
集
。（
魯
般
・
墨
子
木
を
以
て
鳶
を
為

り
て
之
を
飛
せ
ば
、
三
日
集く

だ

ら
ず
。）」（
９
）

と
言
及
す
る
。
鳥
の
種
類
は
鵲
で
は
な
く
鳶
で
あ
り
、
魯
班
だ
け
で
は
な
く
墨
子
の
名
も

挙
が
っ
て
い
る
が
、
漢
代
の
王
充
（
二
七
～
一
〇
一
？
）
の
『
論
衡
』
儒
増
篇
の
中
に
も
、
同
様
の
記
載
が
あ
る
。
ま
た
木
鳶
に
関

連
し
て
別
の
発
明
品
も
記
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
木
車
馬
で
あ
る
。
引
用
し
よ
う
。

儒
書
稱
、「
魯
般
・
墨
子
之
巧
、
刻
木
為
鳶
、
飛
之
三
日
而
不
集
。」（
中
略
）
猶
世
傳
言
曰
、「
魯
般
巧
、
亡
其
母
也
。」
言
巧

工
、
為
母
作
木
車
馬
・
木
人
御
者
、
機
關
備
具
、
載
母
其
上
、
一
驅
不
還
、
遂
失
其
母（

10
）。

（
儒
書
に
稱
す
ら
く
、「
魯
般
・
墨
子
の
巧
、
木
を
刻
ん
で
鳶
を
為
り
、
之
を
飛
す
こ
と
三
日
な
る
も
集
ら
ず
」
と
。（
中
略
）

猶
ほ
世
傳
の
言
に
曰
く
、「
魯
般
巧
な
る
も
、
其
の
母
を
亡
ふ
な
り
」
と
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
巧
工
、
母
の
為
に
木
車
馬
・
木
人

御
者
を
作
り
、
機
關
備
ね
く
具
は
り
、
母
を
其
の
上
に
載
せ
、
一
た
び
驅
し
て
還
ら
ず
、
遂
に
其
の
母
を
失
ふ
。）

　

木
車
馬
は
機
関
は
完
全
な
が
ら
、
引
き
返
す
機
能
を
付
け
忘
れ
、
片
道
切
符
の
旅
に
母
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。
大
発
明
で
あ
り
な

が
ら
使
い
道
に
困
る
こ
の
機
械
は
い
か
に
も
魯
班
ら
し
い
発
明
品
で
あ
る
。

　

雲
梯
を
伝
承
す
る
も
の
に
は
他
に
、
秦
代
の
『
呂
氏
春
秋
』（
愛
類
篇
）、
漢
代
の
『
淮
南
子
』（
脩
務
訓
）
が
あ
る
。
い
ず
れ
も

同
工
異
曲
で
、『
墨
子
』
の
物
語
の
異
本
と
い
う
風
情
で
あ
る
。『
墨
子
』
で
は
魯
班
は
、
墨
子
の
立
場
か
ら
そ
の
引
き
立
て
役
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
が
、『
呂
氏
春
秋
』
や
『
淮
南
子
』
で
も
そ
の
傾
向
に
あ
る
。
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三
七

　

戦
国
諸
子
で
は
儒
家
の
『
孟
子
』
や
『
荀
子
』、
道
家
の
『
列
子
』
が
魯
班
に
言
及
す
る
。『
孟
子
』（
離
婁
章
句
上
）
で
は
、

離
婁
之
明
・
公
輸
子
之
巧
、
不
以
規
矩
、
不
能
成
方
員
。
師
曠
之
聰
、
不
以
六
律
、
不
能
正
五
音
。
堯
舜
之
道
、
不
以
仁
政
、

不
能
平
治
天
下
。
今
有
仁
心
仁
聞
而
民
不
被
其
澤
、
不
可
法
於
後
世
者
、
不
行
先
王
之
道
也（

11
）。

（
離
婁
の
明
・
公
輸
子
の
巧
あ
り
て
も
、
規
矩
を
以
て
せ
ざ
れ
ば
、
方
員
を
為
す
能
は
ず
。
師
曠
の
聰
あ
り
て
も
、
六
律
を
以

て
せ
ざ
れ
ば
、
五
音
を
正
す
能
は
ず
。
堯
舜
の
道
あ
り
て
も
、
仁
政
を
行
は
ざ
れ
ば
、
天
下
を
平
治
す
能
は
ず
。
今
仁
心
仁
聞

有
り
て
も
民
其
の
澤
を
被
ら
ず
、
後
世
に
法
す
べ
か
ら
ざ
る
者は

、
先
王
の
道
を
行
は
ざ
れ
ば
な
り
。）

と
記
さ
れ
、
魯
班
は
、
同
じ
く
卓
越
し
た
技
能
者
で
あ
る
離
婁
や
師
曠
と
共
に
、
堯
舜
の
道
徳
政
治
の
要
諦
を
理
解
さ
せ
る
た
め
の

分
か
り
易
い
譬
喩
と
し
て
使
わ
れ
る
。

　
『
荀
子
』（
法
行
篇
）
で
も
、

公
輸
不
能
加
於
繩
墨
、
聖
人
不
能
加
於
禮
。
禮
者
、
眾
人
法
而
不
知
、
聖
人
法
而
知
之（

12
）。

（
公
輸
も
繩
墨
に
加
ふ
る
能
は
ず
、
聖
人
も
禮
に
加
ふ
る
能
は
ず
。
禮
な
る
者
は
、
眾
人
法
り
て
知
ら
ず
、
聖
人
法
り
て
之
を

知
る
。）

と
記
さ
れ
、
魯
班
は
技
術
の
粋
を
極
め
た
者
と
し
て
、
徳
を
極
め
た
聖
人
に
対
す
る
譬
喩
と
し
て
使
わ
れ
る
。

　

道
家
思
想
で
は
、『
列
子
』（
湯
問
篇
）
に
、
偃
師
が
精
巧
な
人
造
人
間
を
創
造
し
、
周
の
穆
王
に
「
人
之
巧
乃
可
與
造
化
者
同
功

乎
。（
人
の
巧
は
乃
ち
造
化
者
と
功
を
同
じ
く
す
べ
き
か
。）」（

13
）

と
絶
讃
さ
れ
た
話
を
承
け
て
、
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夫
班
輸
之
雲
梯
、
墨
翟
之
飛
鳶
、
自
謂
能
之
極
也
。
弟
子
東
門
賈
・
禽
滑
釐
、
聞
偃
師
之
巧
、
以
告
二
子
、
二
子
終
身
不
敢
語

藝
、
而
時
執
規
矩（

14
）。

（
夫
れ
班
輸
の
雲
梯
、
墨
翟
の
飛
鳶
、
自
ら
能
く
之
を
極
む
と
謂
ふ
な
り
。
弟
子
東
門
賈
・
禽
滑
釐
、
偃
師
の
巧
を
聞
き
、
以

て
二
子
に
告
ぐ
れ
ば
、
二
子
終
身
敢
て
藝
を
語
ら
ず
し
て
時
に
規
矩
を
執
る
の
み
。）

と
記
さ
れ
る
。
魯
班
（
及
び
墨
子
）
は
偃
師
の
登
場
に
よ
り
第
二
位
の
技
術
者
の
座
に
甘
ん
じ
た
恰
好
だ
が
、
こ
の
逆
転
劇
が
効
果

的
な
印
象
を
与
え
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
、
魯
班
が
最
高
の
技
術
者
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

三
　
魯
班
へ
の
評
価
と
神
格
化

　
『
墨
子
』
を
祖
型
と
し
て
、
秦
漢
時
代
に
魯
班
は
至
高
の
技
術
の
代
名
詞
と
な
る
が
、
技
術
は
往
往
に
し
て
精
神
的
営
為
の
譬
喩

乃
至
は
噺
の
枕
で
あ
り
、
技
術
自
体
が
評
価
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
漢
代
の
知
識
人
た
ち
が
魯
班
の
発
明

家
と
し
て
の
偉
大
さ
を
譬
喩
に
用
い
る
と
き
、
そ
こ
に
は
儒
学
者
の
説
教
臭
さ
や
道
家
思
想
家
の
超
俗
の
ポ
ー
ズ
は
感
じ
取
れ
な
い
。

幾
つ
か
例
を
挙
げ
よ
う
。

　

王
襃
（
紀
元
前
一
世
紀
頃
）
の
「
四
子
講
德
論
」
の
用
例
。

夫
特
達
而
相
知
者
、
千
載
之
一
遇
也
。
招
賢
而
處
友
者
、
衆
士
之
常
路
也
。
是
以
空
柯
無
刃
、
公
輸
不
能
以
斲
。
但
懸
曼
矰
、

蒲
苴
不
能
以
射
。
故
膺
騰
撇
波
而
濟
水
、
不
如
乘
舟
之
逸
也
。
衝
蒙
涉
田
而
能
致
遠
、
未
若
遵
塗
之
疾
也
。
才
蔽
於
無
人
、
行

衰
於
寡
黨
、
此
古
今
之
患
、
唯
文
學
慮
之（

15
）。

（
夫
れ
特
達
し
て
相
ひ
知
る
者
は
、
千
載
の
一
遇
な
り
。
賢
に
招
い
て
友
に
處
ら
す
者
は
、
衆
士
の
常
路
な
り
。
是
を
以
て
空
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三
九

柯
無
刃
な
れ
ば
、
公
輸
も
以
て
斲
る
能
は
ず
。
但
だ
曼
矰
を
懸
く
る
の
み
な
れ
ば
、
蒲
苴
も
以
て
射
る
能
は
ず
。
故
に
膺
騰
し

て
波
を
撇
ひ
て
水
を
濟
る
も
、
舟
に
乘
る
の
逸
き
に
如
か
ざ
る
な
り
。
衝
蒙
し
て
田
に
涉
り
て
能
く
遠
く
を
致
す
も
、
未
だ
途

に
遵
ふ
の
疾
き
に
若
か
ざ
る
な
り
。
才
は
人
無
き
に
蔽
は
れ
、
行
は
黨
寡
き
に
衰
ふ
る
は
、
此
れ
古
今
の
患
、
唯
だ
文
學
の
み

之
を
慮
る
の
み
。）

　

王
襃
は
字
を
子
淵
と
言
い
、
蜀
（
今
の
四
川
省
）
の
人
、
前
漢
宣
帝
期
に
活
躍
し
、
文
学
を
以
て
栄
達
し
諫
大
夫
に
ま
で
至
っ
た
。

『
漢
書
』
卷
六
四
下
に
本
伝
が
あ
る
。「
四
子
講
德
論
」
は
人
材
を
得
る
要
諦
を
論
じ
た
文
章
。「
空
柯
無
刃
、
公
輸
不
能
以
斲
。（
斧

の
な
い
斧
の
柄
に
は
刃
が
無
い
の
だ
か
ら
、
魯
班
で
さ
え
も
（
木
材
を
）
斬
る
こ
と
は
出
来
な
い
。）」
の
二
句
は
、
適
切
な
手
段
が

な
け
れ
ば
、
良
い
人
材
を
得
る
こ
と
は
出
来
な
い
こ
と
の
譬
喩
で
あ
る
。
魯
班
は
木
鵲
（
木
鳶
）・
木
車
馬
を
発
明
し
た
。
そ
こ
か

ら
の
発
想
で
あ
ろ
う
。

　

班
固
（
三
二
～
九
二
）
の
「
擬
連
珠
」
の
用
例
。

臣
聞
公
輸
愛
其
斧
。
故
能
妙
其
巧
。
明
主
貴
其
士
。
故
能
成
其
治
。
臣
聞
良
匠
度
見
材
而
成
大
廈
。
明
主
器
其
士
而
建
功
業（

16
）。

（
臣
聞
く
公
輸
は
其
の
斧
を
愛
す
。
故
に
能
く
其
の
巧
に
妙
た
り
。
明
主
は
其
の
士
を
貴
ぶ
。
故
に
能
く
其
の
治
を
成
す
。
臣

聞
く
良
匠
は
見
材
を
度
し
て
大
廈
を
成
す
。
明
主
は
其
の
士
を
器
と
し
て
功
業
を
建
つ
。）

　

班
固
は
字
を
孟
堅
と
言
い
、
安
陵
（
今
の
陝
西
省
咸
陽
）
の
人
。『
漢
書
』
の
著
者
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
学
術
全
般
に
通
じ
た
。

『
後
漢
書
』
列
伝
三
〇
に
本
伝
が
あ
る
。「
擬
連
珠
」
は
連
珠
体
の
文
学
作
品
の
最
高
峰
と
言
わ
れ
る
。「
公
輸
愛
其
斧
。
故
能
妙
其

巧
。（
魯
班
は
自
分
の
道
具
で
あ
る
斧
を
愛
し
た
か
ら
、
巧
妙
な
技
術
を
発
揮
で
き
た
。）」
の
二
句
は
、
対
句
に
な
っ
て
い
る
後
ろ
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の
二
句
「
明
主
貴
其
士
。
故
能
成
其
治
。（
優
れ
た
君
主
は
自
分
の
道
具
で
あ
る
家
臣
を
尊
重
し
た
か
ら
、
政
治
を
成
功
で
き
た
。）」

の
譬
喩
で
あ
る
。
後
半
の
良
匠
も
魯
班
を
指
す
。
魯
班
が
現
有
の
材
料
か
ら
高
層
建
築
を
完
成
さ
せ
た
よ
う
に
名
君
は
現
有
の
家
臣

を
材
料
に
し
て
功
業
を
打
ち
立
て
る
。
魯
班
が
最
高
の
建
築
家
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

傅
毅
（
？
～
九
二
？
）
の
「
琴
賦
」
の
用
例
。

（
嵩
岑
を
歷
し
て
將
に
降
ら
ん
と
し
て
、
鴻
梧
を
幽
阻
に
睹
る
。
百
仞
を
高
し
と
し
て
枉
げ
ず
、
脩
條
に
對
し
以
て
處
を
持
す
。

通
涯
を
蹈
ん
で
將
に
圖
か
ん
と
し
、
茲
の
梧
の
宜
し
き
所
に
遊
ぶ
。
蓋
し
雅
琴
の
麗
樸
、
乃
ち
升
り
て
其
の
孫
枝
を
伐
た
ん
。

離
婁
に
命
じ
て
繩
を
布
か
し
め
、
公
輸
の
剞
劂
を
施
す
。
遂
に
彫
琢
し
て
器
と
成
し
、
神
農
の
初
制
を
揆
す
。
聲
變
の
奧
妙
を

盡
く
し
、
心
志
の
鬱
滯
を
抒
す
。）

　

傅
毅
は
字
を
武
仲
と
言
い
、
扶
風
茂
陵
（
今
の
陝
西
省
西
安
）
の
人
。
蘭
臺
令
史
・
郎
中
を
歴
任
し
、
班
固
・
賈
逵
と
共
に
宮
中

図
書
の
整
理
を
行
っ
た
。『
後
漢
書
』
列
伝
七
〇
上
文
苑
伝
中
に
本
伝
が
あ
る
。「
琴
賦
」
は
古
代
の
名
器
で
あ
る
雅
琴
に
つ
い
て
述

べ
た
作
品
で
あ
る
。「
命
離
婁
使
布
繩
、
施
公
輸
之
剞
劂
。（
離
婁
に
命
じ
て
琴
の
原
木
に
墨
縄
を
当
て
さ
せ
、
魯
班
に
彫
刻
刀
で
雕

琢
さ
せ
る
。）」
の
二
句
は
譬
喩
で
は
な
い
。
離
婁
は
前
節
で
見
た
『
孟
子
』
離
婁
篇
に
魯
班
と
並
ん
で
登
場
す
る
人
物
で
抜
群
の
視

力
の
持
ち
主
で
あ
る
。
傅
毅
は
雅
琴
の
製
作
過
程
を
記
し
て
、
そ
の
名
器
た
る
所
以
を
魯
班
の
雕
琢
に
置
い
た
。
こ
の
措
辞
が
説
得

力
を
持
つ
の
は
、
魯
班
を
最
高
の
工
匠
と
す
る
認
識
が
社
会
の
常
識
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、『
禮
記
』
檀
弓
篇
に
『
墨
子
』
系
統
と
別
の
伝
承
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、

歷
嵩
岑
而
將
降
、
睹
鴻
梧
於
幽
阻
。
高
百
仞
而
不
枉
、
對
脩
條
以
持
處
。
蹈
通
涯
而
將
圖
、
遊
茲
梧
之
所
宜
。
蓋
雅
琴
之
麗
樸
、

乃
升
伐
其
孫
枝
。
命
離
婁
使
布
繩
、
施
公
輸
之
剞
劂
。
遂
彫
琢
而
成
器
、
揆
神
農
之
初
制
。
盡
聲
變
之
奧
妙
、
抒
心
志
之
鬱
滯（

17
）。
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四
一

季
康
子
之
母
死
。
公
輸
若
方
小
。
斂
、
般
請
以
機
封
。（
季
康
子
の
母
死
す
。
公
輸
若
方
小
な
り
。
斂
す
る
と
き
、
般
機
を
以

て
封
ぜ
ん
こ
と
を
請
ふ
。）

と
い
う
一
節
で
あ
る
。

　

魯
の
三
桓
の
一
つ
季
孫
氏
の
一
人
で
あ
る
季
康
子
の
母
が
死
ん
だ
と
き
、
ま
だ
幼
少
の
公
輸
若
に
代
わ
っ
て
魯
班
が
埋
葬
時
に
棺

（
死
者
を
直
接
納
め
る
棺
）
を
槨
（
外
側
の
棺
）
に
下
ろ
し
入
れ
る
斂
と
い
う
作
業
を
執
り
行
っ
た
。
魯
班
は
そ
の
斂
に
機
封
と
い

う
仕
掛
を
使
お
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
後
漢
の
鄭
玄
（
一
二
七
～
二
〇
〇
）
は
簡
潔
な
が
ら
も
必
要
十
分
な
注
解
を
施
す
。

公
輸
若
、
匠
師
。
方
小
、
言
年
尚
幼
、
未
知
禮
也
。
斂
、
下
棺
於
槨
。
般
、
若
之
族
、
多
技
巧
者
。
見
若
掌
斂
事
而
年
尚
幼
、

請
代
之
而
欲
甞
其
技
巧（

18
）。

（
公
輸
若
は
、
匠
師
な
り
。
方
小
は
、
言
ふ
こ
こ
ろ
年
尚
ほ
幼
く
、
未
だ
禮
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
斂
は
、
棺
を
槨
に
下
す
な
り
。

般
は
、
若
の
族
に
し
て
、
技
巧
多
き
者
な
り
。
若
の
斂
事
を
掌
る
も
年
尚
ほ
幼
き
を
見
て
、
之
に
代
る
こ
と
を
請
ひ
て
其
の
技

巧
を
甞
み
ん
と
欲
す
。）

　

鄭
玄
に
は
魯
班
の
一
族
の
系
譜
や
そ
れ
が
工
匠
の
家
系
で
あ
り
、
魯
班
が
機
巧
の
試
作
に
熱
心
だ
っ
た
こ
と
等
の
知
識
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
鄭
玄
は
山
東
高
密
（
今
の
山
東
省
高
密
）
の
人
で
、
魯
の
魯
班
と
同
じ
山
東
省
の
出
身
で
あ
る
か
ら
、
他
の
地
方
の
人

人
よ
り
も
魯
班
に
関
し
て
豊
富
な
知
識
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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魏
晋
以
降
に
於
い
て
は
、
正
史
の
中
に
方
技
伝
・
方
術
伝
・
芸
術
伝
等
の
名
称
で
科
学
技
術
者
を
網
羅
し
た
列
伝
の
ジ
ャ
ン
ル
が

設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
社
会
に
於
け
る
技
術
及
び
技
術
者
の
地
位
は
次
第
に
高
ま
り
、
卓
越
し
た

技
術
者
は
知
識
人
か
ら
正
当
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

19
）。
魯
班
は
科
学
技
術
の
中
の
「
機
巧
・
巧
思
」
す
な
わ
ち
発
明
の
才

能
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
嚆
矢
の
一
人
と
さ
れ
、
神
格
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
用
例
を
二
つ
挙
げ
よ
う
。

　

南
齊
の
崔
元
祖
（
五
世
紀
頃
）
の
「
請
留
蔣
少
游
啓
」
の
用
例
。

少
游
、
臣
之
外
甥
、
特
有
公
輸
之
思
。
宋
世
陷
虜
、
處
以
大
匠
之
官
。
今
為
副
使
、
必
欲
模
範
宮
闕
。
豈
可
令
氈
鄉
之
鄙
、
取

象
天
宮
。
臣
謂
且
留
少
游
、
令
使
主
反
命（

20
）。

（
少
游
は
、
臣
の
外
甥
に
し
て
、
特
に
公
輸
の
思
有
り
。
宋
の
世
に
虜
に
陷
り
、
處
る
に
大
匠
の
官
を
以
て
す
。
今
副
使
と
為

る
は
、
必
ず
宮
闕
を
模
範
せ
ん
と
欲
せ
ば
な
り
。
豈
に
氈
鄉
の
鄙
に
令
し
て
、
象
を
天
宮
に
取
る
べ
け
ん
や
。
臣
謂
ら
く
且
く

少
游
を
留
め
、
使
主
に
令
し
て
反
命
せ
し
め
ん
。）

　

崔
元
祖
は
南
齊
の
人
、
崔
祖
思
の
子
、
学
問
徳
行
共
に
優
れ
、
文
章
が
上
手
か
っ
た
。『
南
史
』
卷
四
七
崔
祖
思
伝
に
附
伝
さ
れ
る
。

右
の
手
紙
は
甥
の
蔣
少
游
が
北
魏
の
副
使
と
し
て
南
齊
に
来
た
と
き
の
も
の
で
、『
南
齊
書
』
の
本
文
に
は
、「
少
游
有
機
巧
。」（

21
）

と
あ
る
。「
公
輸
之
思
」
は
「
機
巧
」
と
同
義
語
で
あ
り
、
魯
班
が
機
巧
（
巧
思
）
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
魯

班
は
も
は
や
具
体
的
な
生
身
の
人
間
で
は
な
く
、
抽
象
化
さ
れ
た
記
号
的
存
在
な
の
で
あ
る
。

　

梁
の
蕭
統
（
五
〇
一
～
五
三
一
）
の
「
銅
博
山
香
鑪
賦
」
の
用
例
。
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四
三

稟
至
精
之
純
質
、
產
靈
岳
之
幽
深
。
經
般

之
妙
旨
、
運
公
輸
之
巧
心（

22
）。

（
至
精
の
純
質
を
稟
け
て
、
靈
岳
の
幽
深
に
產
す
。
般

の
妙
旨
を
經
み
、
公
輸
の
巧
心
を
運
ら
す
。）

　

蕭
統
は
梁
の
昭
明
太
子
、『
文
選
』
の
編
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
。『
梁
書
』
卷
八
に
本
伝
が
あ
る
。
こ
の
賦
は
博
山
香
炉
の
名
品

を
述
べ
た
も
の
で
、
そ
の
製
作
過
程
で
「
公
輸
之
巧
心
」
が
関
わ
る
の
だ
。「
公
輸
之
巧
心
」
は
巧
思
の
謂
い
で
あ
り
、
魯
班
の
属

性
が
記
号
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
読
者
に
そ
の
銅
博
山
香
炉
の
巧
緻
さ
が
伝
わ
る
の
で
あ
る（

23
）。

　

両
漢
時
代
に
は
、
魯
班
は
持
て
る
能
力
の
至
高
さ
を
表
現
す
る
分
か
り
易
い
譬
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
や
が

て
魏
晋
南
北
朝
時
代
に
な
る
と
、
科
学
技
術
（
者
）
自
体
の
社
会
的
地
位
が
向
上
し
て
、
譬
喩
と
い
う
脇
役
か
ら
主
体
的
な
評
価
の

対
象
に
転
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
伝
説
的
な
超
絶
的
技
巧
を
有
す
る
魯
班
は
抽
象
化
・
神
格
化
さ
れ
、
機
巧
・
巧
思
の
記
号
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

四
　
魯
班
の
異
な
る
伝
承

　

前
節
ま
で
で
戦
国
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
ま
で
の
魯
班
に
関
す
る
伝
承
を
概
観
し
た
。
本
節
で
は
、
全
く
新
た
な
伝
承
を
紹
介
し

よ
う
。
そ
れ
は
唐
の
段
成
式
（
？
～
八
六
三
）
が
『
酉
陽
雜
俎
』
に
記
し
た
伝
承
で
あ
る
。

今
人
每
睹
棟
宇
巧
麗
、
必
強
謂
魯
般
奇
工
也
。
至
兩
都
寺
中
、
亦
往
往
托
為
魯
般
所
造
、
其
不
稽
古
如
此
。
據
『
朝
野
僉
載
』
云
、

「
魯
般
者
、
肅
州
敦
煌
人
、
莫
詳
年
代
、
巧
侔
造
化
。
於
涼
州
造
浮
圖
。
作
木
鳶
、
每
擊
楔
三
下
、
乘
之
以
歸
。
無
何
、
其
妻
有

妊
、
父
母
詰
之
、
妻
具
說
其
故
。
父
後
伺
得
鳶
、
擊
楔
十
餘
下
乘
之
、
遂
至
吳
會（

24
）。
吳
人
以
為
妖
、
遂
殺
之
。
般
又
為
木
鳶

乘
之
、
遂
獲
父
屍
。
怨
吳
人
殺
其
父
、
於
肅
州
城
南
作
一
木
仙
人
、
舉
手
指
東
南
、
吳
地
大
旱
三
年
。
蔔
曰
般
所
為
也
、
賫
物
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具
千
數
謝
之
、
般
為
斷
一
手
、
其
日
吳
中
大
雨
。
國
初
、
土
人
尚
祈
禱
其
木
仙
。」
六
國
時
公
輸
般
亦
為
木
鳶
以
窺
宋
城（

25
）。

（
今
人
棟
宇
の
巧
麗
を
睹
る
每
に
、
必
ず
強
く
魯
般
の
奇
工
と
謂
ふ
な
り
。
兩
都
の
寺
中
に
至
り
、
亦
往
往
に
し
て
托
し
て
魯

般
の
造
る
所
と
為
す
も
、
其
の
古
を
稽
え
ざ
る
こ
と
此
く
の
如
し
。『
朝
野
僉
載
』
に
據
り
て
云
く
、「
魯
般
な
る
者
は
、
肅
州

敦
煌
の
人
、
年
代
を
詳
ら
か
に
す
る
莫
き
も
、
巧
は
造
化
に
侔
し
。
涼
州
に
於
い
て
浮
圖
を
造
る
。
木
鳶
を
作
り
、
楔
を
擊
つ

こ
と
三
下
每
に
、
之
に
乘
り
以
て
歸
る
。
何い

く
ばく

も
無
く
し
て
、
其
の
妻
妊
る
有
り
、
父
母
之
を
詰
せ
ば
、
妻
具
さ
に
其
の
故
を

說い

ふ
。
父
後
伺
ひ
て
鳶
を
得
、
楔
を
擊
つ
こ
と
十
餘
下
之
に
乘
り
、
遂
に
吳
會
に
至
る
。
吳
人
以
て
妖
と
為
し
、
遂
に
之
を
殺

す
。
般
又
木
鳶
を
為
り
て
之
に
乘
り
、
遂
に
父
の
屍
を
獲
た
り
。
吳
人
其
の
父
を
殺
す
を
怨
み
、
肅
州
の
城
南
に
於
い
て
一
木

仙
人
を
作
り
、
手
を
舉
げ
て
東
南
を
指
せ
ば
、
吳
地
大
旱
す
る
こ
と
三
年
。
蔔
し
て
般
の
為
す
所
な
り
と
曰
ひ
、
賫
物
千
數
を

具
へ
て
之
に
謝
す
る
に
、
般
為
に
一
手
を
斷
ぜ
ば
、
其
の
日
吳
中
大
い
に
雨
ふ
る
。
國
初
、
土
人
尚
ほ
其
の
木
仙
に
祈
禱
す
。」

と
。
六
國
の
時
の
公
輸
般
も
亦
木
鳶
を
為
り
以
て
宋
城
を
窺
へ
り
。）

　

段
成
式
は
晩
唐
の
文
人
。
字
を
柯
古
と
言
い
、
齊
州
臨
淄
（
今
の
山
東
省
淄
博
市
）
の
人
。
咸
通
初
年
（
八
六
〇
）、
江
州
刺
史

を
解
任
さ
れ
て
か
ら
悠
悠
自
適
の
生
活
を
送
り
、
家
に
た
く
さ
ん
あ
っ
た
書
物
に
読
み
耽
り
、
特
に
仏
典
を
愛
好
し
た
。『
舊
唐
書
』

卷
一
六
七
・『
新
唐
書
』
卷
八
九
に
本
伝
が
あ
る
。『
酉
陽
雜
俎
』
は
神
話
伝
説
・
霊
験
奇
習
等
を
分
類
収
録
し
た
随
筆
。『
朝
野
僉

載
』
は
唐
の
張
鷟
の
撰
。
初
唐
・
盛
唐
期
の
怪
奇
な
出
来
事
を
記
し
た
書
物
、
た
だ
し
右
の
話
は
今
本
に
は
な
い
。

　
『
酉
陽
雜
俎
』（『
朝
野
僉
載
』）
に
載
る
魯
班
伝
承
は
実
に
面
白
い
が
、
そ
れ
ま
で
と
異
な
る
新
要
素
は
、
木
鳶
を
巡
る
一
連
の
騒

動
を
描
い
た
話
を
除
く
他
に
は
、

１
．
魯
班
が
唐
代
の
建
築
物
、
殊
に
長
安
・
洛
陽
両
都
の
寺
院
の
建
立
に
関
わ
る
こ
と
。

２
．
魯
班
が
魯
（
山
東
省
）
で
は
な
く
、
敦
煌
（
甘
粛
省
）
の
出
身
だ
と
い
う
こ
と
。
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３
．
魯
班
が
凉
州
（
甘
粛
省
）
に
浮
圖
（
仏
塔
）
を
造
営
し
た
こ
と
。

４
．
魯
班
が
父
の
復
讐
を
行
っ
た
こ
と
。

５
．
し
か
も
相
手
が
赦
し
を
請
う
と
そ
れ
を
許
し
た
こ
と
。

６
．
魯
班
（
魯
般
）
と
公
輸
般
と
は
別
人
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
九
世
紀
に
な
っ
て
突
如
と
し
て
知
識
人
の
著
作
に
記
さ
れ
た
新
要
素
で
あ
る
が
、
文
字
資
料
に
な

か
っ
た
だ
け
で
、
民
間
伝
承
と
し
て
は
存
在
し
て
い
た
に
違
い
な
く
、
後
世
多
数
生
ま
れ
る
魯
班
伝
説
に
深
い
影
響
を
与
え
た
。

結
　
　
　
語

　

魯
班
は
類
い
稀
な
る
機
巧
（
巧
思
）
の
才
に
恵
ま
れ
た
工
匠
（
巧
匠
）
で
あ
っ
た
。
実
在
の
人
物
で
あ
り
な
が
ら
、
鮮
や
か
な
手

並
み
で
次
か
ら
次
へ
と
発
明
を
繰
り
出
す
さ
ま
は
、
あ
た
か
も
神
話
上
の
文
化
英
雄
の
ご
と
く
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
発
明
品
は
決
し

て
荒
唐
無
稽
で
は
な
く
、
理
に
適
っ
て
い
た
。
科
学
技
術
の
粋
を
集
め
る
こ
と
で
却
っ
て
人
智
を
越
え
た
そ
の
痛
快
さ
に
、
人
人
は

魅
了
さ
れ
、
彼
の
伝
説
を
拡
大
再
生
産
し
て
後
世
へ
と
語
り
継
ぐ
よ
う
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
魯
班
は
、
時
代
を
超
越
し
て
中
国
の

あ
ち
こ
ち
の
場
所
に
出
現
し
て
は
人
人
の
耳
目
を
驚
か
す
発
明
を
行
い
、
或
い
は
歴
史
的
建
造
物
に
名
を
留
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

歴
史
上
の
人
物
と
し
て
の
魯
班
が
生
ま
れ
た
戦
国
時
代
か
ら
宇
文
愷
の
活
躍
す
る
隋
代
に
至
る
ま
で
の
十
世
紀
近
い
年
月
の
間
に
、

魯
班
に
関
す
る
実
に
雑
多
な
伝
承
が
生
ま
れ
、
応
接
に
暇
が
な
い
程
で
あ
り
、
本
稿
で
は
特
徴
的
な
も
の
の
一
部
を
検
討
す
る
に
留

ま
っ
た
。
た
だ
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
史
実
に
於
い
て
も
伝
承
に
於
い
て
も
、
魯
班
が
建
設
し
た
道
路
は
見
当
た
ら
な
い
。
他
方
、

魯
般
が
卓
越
し
た
技
法
を
発
揮
し
た
こ
と
は
明
白
な
事
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
魯
班
故
道
」
と
は
魯
班
の
建
設
し
た
旧
道
の

意
味
で
は
な
く
、
田
中
淡
氏
が
推
論
さ
れ
る
よ
う
に
、「
魯
班
の
旧
技
法
」
の
方
向
に
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
魯
般
の
技
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法
は
子
孫
や
弟
子
た
ち
に
継
承
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、「
魯
般
派
の
流
儀
」
と
踏
み
込
ん
で
解
釈
し
て
も
良
か
ろ
う
。

　
「
魯
班
故
道
」
の
四
字
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
判
然
と
し
、
本
稿
の
目
的
の
一
つ
は
達
成
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
唐
代
以
降

の
文
献
所
載
の
魯
班
伝
承
に
つ
い
て
は
、
前
節
に
引
用
し
た
『
酉
陽
雜
俎
』
所
引
の
魯
班
伝
承
以
外
に
は
何
ら
述
べ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
検
討
は
「
魯
班
仙
師
源
流
」
に
帰
結
す
る
民
間
伝
承
系
統（

26
）

及
び
道
教
系
統（

27
）

の
魯
班
伝
承
の
検
討
と
と
も

に
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
予
断
を
許
さ
れ
る
な
ら
、
近
世
以
降
出
現
す
る
『
魯
班
經
』
や
魯
班
廟
に
表
現
さ
れ
た
理
論
体
系
か
ら

推
測
す
れ
ば
、
宇
文
愷
に
よ
っ
て
修
復
さ
れ
た
魯
般
派
の
流
儀
は
、
単
に
魯
般
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
け
で
は
な
く
、
魯
般
の
（
乃
至
は

魯
般
に
仮
託
さ
れ
た
）
技
術
思
想
を
も
包
含
し
て
継
承
発
展
さ
れ
、
中
国
科
学
技
術
思
想
の
脈
脈
た
る
伝
統
の
流
れ
の
一
つ
を
形
成

す
る
、
と
い
う
見
通
し
を
提
示
し
て
お
こ
う
。

注（
１
） 

巧
思
に
つ
い
て
は
、
南
澤
良
彦
「
張
衡
の
巧
思
と
『
應
間
』」（
日
本
中
国
学
会
『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
四
八
集
、
一
九
九
六
年
）
を
参
照
。

（
２
） 

〔
唐
〕
魏
徴
・
令
狐
德
棻
『
隋
書
』
卷
六
八
宇
文
愷
傳
（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
七
八
年
）、
一
五
八
七
～
一
五
八
八
頁
。

（
３
） 

田
中
淡
『
中
国
建
築
史
の
研
究
』（
東
京
、
弘
文
堂
、
一
九
八
九
年
）
は
「
魯
班
故
道
」
を
「
魯
班
の
旧
技
法
」
と
訳
し
、「
こ
こ
に
魯
班
故
道
の

修
復
と
い
う
の
は
、
今
日
的
に
い
え
ば
、
伝
統
的
建
築
技
法
の
活
用
と
後
世
へ
の
伝
承
の
た
め
の
復
元
考
証
・
編
纂
に
相
当
す
る
も
の
と
お
も
わ
れ

る
。」（
二
二
三
頁
）
と
推
論
す
る
。
ま
た
、『
隋
書
』
宇
文
愷
傳
（
一
五
九
九
頁
）
の
史
臣
評
「
宇
文
愷
學
・
藝
兼
該
、
思
・
理
通
贍
、
規
矩
之
妙
、

參
蹤
班
・
爾
。（
宇
文
愷
學
・
藝
兼
該
し
て
、
思
・
理
通
贍
し
、
規
矩
の
妙
は
、
班
・
爾
に
參
蹤
す
。）」
に
つ
い
て
、
田
中
淡
前
掲
書
は
、「
班
・
爾

は
そ
れ
ぞ
れ
魯
班
・
王
爾
の
こ
と
。
…
…
こ
こ
で
は
二
人
に
よ
っ
て
古
の
巧
匠
の
技
法
を
代
表
さ
せ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。」（
二
八
〇
頁
）
と
推
論

す
る
。
た
だ
し
、
田
中
氏
に
は
魯
班
の
専
門
的
研
究
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
推
論
は
検
証
の
必
要
が
あ
る
。

（
４
） 

魯
班
の
科
学
技
術
史
的
研
究
に
は
、
森
鹿
三
「
公
輸
子
に
關
す
る
二
三
の
説
話
」（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
『
東
方
學
報
（
京
都
）』
第
二
一

冊
、
一
九
五
二
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
魯
班
の
伝
説
に
つ
い
て
は
、
松
本
民
雄
「
北
京
の
仏
塔
伝
説
―
魯
班
伝
説
に
関
し
て
」（
北
海
道
東
海
大
学

『
北
海
道
東
海
大
学
紀
要　

人
文
社
会
科
学
系
』
第
三
号
、
一
九
九
〇
年
）、
寺
本
健
三
「
中
国
の
ダ
イ
ダ
ロ
ス
―
魯
般
伝
説
の
伝
播
」（
史
迹
美
術
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同
攷
会
『
史
迹
と
美
術
』
第
八
〇
〇
号
、
二
〇
〇
九
年
）
が
あ
る
。
な
お
、
中
国
で
の
魯
班
に
関
す
る
主
要
な
論
文
は
『
魯
班
研
究
文
集
』（
北
京
、

中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
に
網
羅
さ
れ
る
。

（
５
） 
現
存
す
る
最
大
の
魯
班
廟
は
台
湾
台
中
東
勢
に
あ
る
。
香
港
と
天
津
薊
県
と
に
あ
る
も
の
と
合
わ
せ
て
三
大
魯
班
廟
と
称
さ
れ
る
。

（
６
） 
魯
班
の
様
様
な
呼
び
名
に
つ
い
て
は
、〔
清
〕
梁
玉
繩
『
人
表
考
』
卷
五
を
参
照
。

（
７
） 
以
上
、〔
戦
国
〕
墨
翟
『
墨
子
』
魯
問
第
四
九
、〔
清
〕
孫
詒
讓
『
墨
子
間
詁
』
卷
一
三
（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
）、
四
四
〇
～

四
四
二
頁
。

（
８
） 

以
上
、『
墨
子
』
公
輸
第
五
〇
、『
墨
子
間
詁
』
卷
一
三
、
四
四
三
～
四
四
九
頁
。

（
９
） 

〔
前
漢
〕
劉
安
『
淮
南
子
』
齊
俗
訓
、
劉
文
典
『
淮
南
鴻
烈
集
解
』
卷
一
一
（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
八
九
年
）、
三
六
九
頁
。

（
10
） 

〔
後
漢
〕
王
充
『
論
衡
』
儒
增
、
黃
暉
『
論
衡
校
釋
』
卷
八
（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年
）、
三
六
五
頁
。

（
11
） 

〔
戦
国
〕
孟
軻
『
孟
子
』
離
婁
上
、『
孟
子
注
疏
』
卷
七
上
、〔
清
〕
阮
元
『
十
三
經
注
疏
』（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
）、
二
七
一
七
頁
。

（
12
） 

〔
戦
国
〕
荀
況
『
荀
子
』
法
行
、〔
清
〕
王
先
謙
『
荀
子
集
解
』
卷
二
〇
（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
八
八
年
）、
五
三
三
頁
。

（
13
） 

〔
戦
国
〕
列
禦
寇
『
列
子
』
湯
問
、
楊
伯
峻
『
列
子
集
釋
』
卷
五
（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
）、
一
七
九
頁
。

（
14
） 

『
列
子
』
湯
問
、
一
八
一
頁
。

（
15
） 

〔
前
漢
〕
王
襃
「
四
子
講
德
論
」、〔
梁
〕
蕭
統
編
〔
唐
〕
李
善
注
『
文
選
』
卷
五
一
（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
）、
七
一
二
頁
。

（
16
） 

〔
後
漢
〕
班
固
「
擬
連
珠
」、〔
唐
〕
歐
陽
詢
『
藝
文
類
聚
』
卷
五
七
（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
）、
一
〇
三
六
頁
。

（
17
） 

〔
後
漢
〕
傅
毅
「
琴
賦
」、『
藝
文
類
聚
』
卷
四
四
、七
八
三
頁
。

（
18
） 

以
上
、『
禮
記
』
卷
一
〇
檀
弓
下
、『
十
三
經
注
疏
』
本
、
一
三
一
〇
頁
。

（
19
） 

魏
晋
か
ら
隋
唐
に
か
け
て
の
技
術
者
の
地
位
向
上
に
つ
い
て
は
、
注
（
１
）
所
掲
南
澤
論
文
を
参
照
。

（
20
） 

〔
梁
〕
蕭
子
顯
『
南
齊
書
』
卷
五
七
魏
虜
傳
（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
）、
九
九
〇
頁
。

（
21
） 

同
右
。

（
22
） 

〔
梁
〕
蕭
統
「
銅
博
山
香
鑪
賦
」、『
藝
文
類
聚
』
卷
七
〇
、一
二
二
二
頁
。

（
23
） 

般

は
魯
般
と

。

は
古
代
の
伝
説
的
工
匠
、『
尚
書
』
堯
典
に
は
「
垂
」
と
し
て
、『
荘
子
』
胠
篋
篇
に
は
「
工

」
と
し
て
、『
楚
辭
』
九

章
・
懷
沙
に
は
「
巧

」
と
し
て
登
場
す
る
。
こ
の
二
句
に
は
、（
魯
）
般
と
公
輸
と
の
両
方
が
出
現
し
て
お
り
、
魯
班
・
公
輸
班
別
人
説
の
根
拠

の
一
つ
だ
が
、
こ
の
問
題
は
複
雑
な
の
で
、
今
後
の
課
題
と
し
本
稿
で
は
し
ば
ら
く
措
く
。

（
24
） 

「
擊
楔
」
は
木
鳶
に
ク
サ
ビ
を
撃
ち
込
む
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
三
下
」「
十
餘
下
」
の
「
下
」
は
そ
の
回
数
で
、
ど
う
い
う
仕
組
み
か
分
か
ら
な
い

が
、
三
回
撃
ち
込
む
と
木
鳶
に
魯
ま
で
飛
ぶ
力
が
加
わ
り
、
十
回
余
り
撃
ち
込
む
と
三
回
の
三
倍
以
上
の
力
が
加
わ
っ
て
遥
か
遠
く
の
呉
會
ま
で
飛



四
八

ん
で
行
っ
た
の
で
あ
る
。

（
25
） 

〔
唐
〕
段
成
式
『
酉
陽
雜
俎
』
續
集
卷
四
、『
文
淵
閣
本
四
庫
全
書
』
六
丁
～
八
丁
。

（
26
） 

「
魯
班
仙
師
源
流
」
は
〔
明
〕
午
榮
・
章
嚴
・
周
言
『
新
鐫
工
師
雕
斲
正
式
魯
班
經
匠
家
鏡
』
の
巻
頭
に
収
録
さ
れ
る
。
な
お
、
同
書
は
、
沈

聿
之
「
魯
班
經
提
要
」（『
中
國
科
學
技
術
典
籍
通
彙
』
技
術
卷
第
二
巻
『
魯
班
經
』、
鄭
州
、
河
南
教
育
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
三
七
五
頁
）
に
、

「
以
明
代
民
間
建
築
木
工
口
訣
傳
抄
本
《
魯
班
營
造
正
式
》
為
基
礎
，
增
加
了
明
代
家
具
、
日
用
器
物
、
涉
及
建
築
施
工
的
秘
書
、
真
言
、
咒
符
等

内
容
集
編
而
成
。（
明
代
の
民
間
に
行
わ
れ
た
建
築
木
工
の
口
訣
の
伝
抄
本
『
魯
班
營
造
正
式
』
を
基
礎
と
し
て
、
明
代
の
家
具
・
日
用
の
道
具
及

び
建
築
施
工
の
秘
伝
書
・
呪
文
・
ま
じ
な
い
等
の
内
容
を
増
加
し
て
編
集
し
て
出
来
て
い
る
。）」
と
紹
介
さ
れ
る
書
物
で
あ
る
。

（
27
） 

道
教
で
は
、
魯
班
は
仙
人
に
叙
せ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、〔
梁
〕
陶
弘
景
『
真
靈
位
業
圖
』
で
は
地
仙
散
位
に
「
赤
魯
班
」
と
し
て
そ
の
名
が
見
え

る
。
陶
弘
景
は
「
即
黃
初
起
也
。」
と
注
す
る
。
黃
初
起
と
は
、
黃
初
平
こ
と
赤
松
子
の
兄
の
こ
と
で
あ
る
。

付
　
記　
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費23520056

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。


